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皿.調 査 対 象 者 の 属 性
今回,報 告す る第3次 調査 と第5次 調査 で
は,そ の調査対象が異 な る。第3次 調査 では,
世帯主 を対象に して,サ ン フ゜ル数 が1,219(有
効回答票:920,回収率75.5%)とな ってお り,
第5次 調査では,個 人(20歳以上 の男女)を対象
に して,サ ンプル数 が946(有効 回答 票:769,
回収率81.3%)とな ってい る。(以 下 では,第
3次調査 を世帯主調査,第5次 調査 を個人調査
と略す。)
ここでは,それぞれの有効回答票の基本属性
から,柏野学区の地域住民像を素描する。それ
で,(1)昭和60年国勢調査のデータとの比較,(2)
世帯主調査 と個人調査の相違,(3)西陣織物関係
従事の有無による差異,の3点 に留 意 しなが
ら,調査対象者の属性を概観 したい。
1.人 口
柏野学区 にお ける20歳以上 の人口は,昭 和60
年国勢調査 によると,総 数3,513人で あ り,男
性1,634人(46.5%),女性1,879人(53.5%)
で ある。個人調査の回収 サ ンプルの性別人 口構
成 は男性335人(43.6%),女性429人(55.8%)
となってお り,母 集 団に比べ ると女性 の回収率
が2%ほ ど高 くな ってい る。世帯主調査の それ
は,世 帯主が 調査対象 となった 関係上,総 数
920人の うち,f男性697人(75.8%),女性210人
(22.8%)とな ってい る。
年齢 別にみ ると,男 女の総…数が,国 勢調査で
は,50歳代 と40歳代が19%であ る。世帯主調査
の場合,50歳代,40歳代が20%を越 え,さ らに
60歳代,70歳以上の老年層 も国勢調査の結果 よ
りも5%ほ ど多 くな ってい るために,20歳代 と
30歳代 の若年層が少 な くなっている。 また個人
調査 において も,50歳代 と40歳代 が,そ れ ぞれ,
20.2%,20.5%となってお り,そ の分,20歳
代 と30歳代の若年層が少 な くな ってい る。
(図豆一1参照)
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2.学 歴 ・職 業 ・年 間 収入
最終学歴は,世帯主調査 ・個人調査とも,中学
校 までの義務教育卒業者が全体の半数強にあた
る58.4%,51.8%に達し,高等学校卒業者が世
帯主調査で25.9%,個人調査で30.4%である。
対象者の最終学歴は高等学校までのものが,全
体の80%に及んでいる。これを,性別にみても,
世帯主調査 と個人調査 には 同じ傾向が 見られ
る。中学校,高 等学校,短 大を最終学歴とする
のは女性が優位 となっているが,大 学卒業者は
男性が比率の上で4倍程度になっている。また
年齢別には,年齢が高 くなるにしたがい,低学
歴化の傾向が理解できる。この傾向は個人調査
よりも世帯主調査で顕著であり,義務教育卒業
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者 は,20歳代で12.9%,30歳代27.5%,そ し
て,40歳代 で過半数の51.0%にな る。60歳以上
にな ると70%を越 え,圧 倒的に義務教育卒業者
が多 くな る。(図II-2参照)
次 に,職 業 につ いてみ ると,世帯主調査 では,
総 数において,生 産工程従事者が42.7%と突出
してい る。 男性では,生 産工程従事者 が42.9
%,販 売職10.9%,技術 ・技能職7.0%,管 理
職6.9%の順 になってい る。女性 では,男 性 同
様 に,生 産工程従 事者 が43.3%に及 び,主 婦 ・
無職が31.0%とな ってい る。 また,個 人調査 で
も同 じ傾向 を示 してお り,総 数 では,生 産工程
従事者 と主婦 ・無職がそれぞれ30%を占めてい
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11(1.2)
6(0.7)
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る。 男性有職者 の 職業分野 は,生 産工程従事
者,販 売職,技 術 ・技 能職,管 理職 の順 で多 く,
世帯主調査 と同 じであ る。女性の場合 には,主
婦 ・無職が43.3%,生産工程従事者29.5%とな
っている。(図II-3参照)
世帯全体の年 間収入 は,世 帯主調査 の場 合,
「100～200万円」,「200～300万円」,「300～400万
円」,「400～500万円」が それ ぞれ10%を占め,
年間収入500万円までの世帯が全体の半数 にな
っている。個人調査 の場合 には,1ラ ンク上昇
して,「200～300万円」,「300～400万円」,「400
～500万円」,「500～600万円」,「600～800万円」
が ほぼ10%ずつ を占めてい る。(表 皿一1参照)
3.出 生地 ・居住時期(居住年数)
出生地では,世帯主調査,個 人調査 ともに,
20%以上の ものが柏野学区である。北区 ・上京
区内を出生地とするものが約30%とな り,調査
対象学区内,な いしは 「西陣地域」内を出生地
とする対象者は半数に達する。性別にみた出生
地には,い くらか差異がみられる。男性の場合
は総数と同じ傾向を示すが,女性の場合には柏
野学区内,北 区 ・上京区内の出生が男性のそれ
と比 して,比率の上で半減 している。 この点に
ついて通婚圏を関連づけて考えると,北区 ・上
京区以外の京都市内,あ るいは京都府内の出生
地の比率が高いことから,通婚圏が比較的狭 く
近郊地域が 中心に なっていると考 え られる。
(図II-2参照)
居住時期をみると,世帯主調査の結果から,
戦前か ら居住するものが,48.6%であ り,昭和
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22(2.4)
0年以上
20年～30年未満
15年～20年未満
10年～15年未満
5年～10年未満
3年～5年未満
1年～3年未満
1年未満
不 明
394(51.2)
166(21.6)
53(6.9)
57(7.4)
41(5.3)
15(2.0)
25(3.3)
io<i.s>
8(1.0)
計92・(・ ・o.・)[769(・・o.・)
20年代か らの居住を含めた30年以上の居住年数
に及ぶ対象者は70%近くなる。個人調査でも,
30年以上の居住年数を持つ対象者が50%となっ
ている。10年以下の居住年数の対象者は10%程
度に過 ぎない。 これ らのことか ら居住年数の長
期化が理解でき,伝統都市である京都市の特徴
とも言 うべ き,人口移動率の低さを如実に示 し
ている。 さらに,これを年齢別にみると,当然,
年齢が高 くなるにつれて,居住年数は長期化し
ている。世帯主調査の場合,昭 和戦前か ら居住
している対象者は50歳代で50%を越え,70歳代
で60%強,そして,80歳代では7割 になってい
る。個人調査では,30歳代でも,30年以上の居
住年数になる対象者が33.0%と高率を示 してい
る。これは,生来,移 動しなかった対象者であ
ると考 えられる。それに,50歳代63.9%,60歳
合 計92・(ioo.・)1[合 計1769(・・o.・)
代80.2%,80歳以上92.3%になってい ることか
らも裏付 け られ る。(表1-3参 照)
表11-4住 宅 形 態
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4.住 宅 形 態
住宅形態は,世帯主調査と個人調査 ともに,
類似の結果が得 られた。土地付き持家が約60%
と最 も多 く,民間借家が約20%が追従 し,借地
の持 家が5%と なってい る。 これ らは,今 まで
の調査結果 とほぼ同じである。(表1-4参 照)
5.家 族 構 成
世帯の家族構成は,総数でみると,世帯主調
査の場合,「夫婦と未婚子」で構成 される核家
族世帯が37.5%,「夫婦のみ」で構成される夫
婦家族世帯が14.5%,単身世帯が9.1%,「親夫
婦と子供夫婦 と未婚子」で構成 され る三世代家
族世帯が6.8%となっている。個人調査 も,ほ
ぼ同じ構成比率を示 している。性別では,世帯
主調査の女性の場合,単 身世帯26.7%,核家族
世帯14.3%,三世代家族世帯4。8%,夫婦家族
世帯3.3%となっているが,そ れ以外は総数の
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構成比 率 と大差が ない。(図r4参 照)
年齢 別家族構成 を み る と,単 身家族世帯 と
夫婦 家族世帯が,そ れ ぞれ,20歳代で32.2%,
12.9%,60歳代 で12.7%,27.7%,70歳代 で
15.6%,28.1%とか な り高 くなってい る。 この
うち,60歳以上の増加傾向 に注 目す る必要 があ
る。 これは,柏 野学区 において高齢 者世帯 の増
加,さ らに極言すれば,独 居老人世帯が増加を
意味していると言えよう。特に,性別家族構成
でみたように,女性の単身家族世帯が多いこと
を考慮すれば,い わゆる,「おばあちゃんの一
人暮 らし」の世帯が多 く,地域福祉の課題がク
ローズアップされて くるのである。(図皿一5参
照)
6.西 陣織物関係の有無と基本属性
最後に,個人調査については,西 陣織物関係
に従事の有無 と基本属性のクロス集計が可能で
あったので,そ の集計結果を示しておく。(こ
こでは,西陣織物関係に従事しているものを西
陣関係者,西 陣織物関係に従事していないもの
を非西陣関係者 と呼ぶ。)
出生地では,柏野学区の出生地が,西 陣関係
者24.8%,非西陣関係者32.7%となってお り,
「西陣地域」内での出生地 も,非西陣関係者の
ほ うが高い。居住年数が30年以上 となる対象者
は,西 陣関係者57.6%,非西陣関係者者43.2%
であり,西陣関係者のほうが多 く,地域での定
着性が大である。(図皿一6参照)
居住形態をみると,土地付持家が,西 陣関係
者68.7%,非西陣関係者59.8%であるのに対 し
て,民 間借家が西陣関係者20.9%,非西陣関係
者24.4%と逆転 していることか ら,西陣関係者
の持家率 は,非 西陣関係者 よ りも高 い。(図H-
7参照)
家族構成については,西 陣関係者 が夫婦世帯
16.4%,核家族世帯44.8%,三世代家族世帯
11.9%と優位 を占めてい る。他方,非 西 陣関係
者 が単身家族世帯5.4%と 優位になってい る。
(図11-8参照)
世 帯の年 間収入 に も,西 陣関係者 と非西陣関
係者 には,差 異が み られ る。西陣関係者 で10%
台 を示すのは,「200～300万円」,「300～400万
円」,「400～500万円」で ある。非西陣関係者 で
10%台 となるのは,「300～400万円」,「400～
500万円」,「500～600万円」,厂600～800万円」
であ り,非 西陣関係者 のほ うが,1ラ ンク上昇
す る。 したが って,相 対的 には,西 陣関係者 よ
りも,非 西陣関係者 のほ うが,世 帯 の年 間収入
が高 い と言 えよ う。(図E-9参 照)
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図皿一6西 陣 ・非西陣別の出生地(個人調査)
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図1【-7西陣 ・非西陣別の住宅形態(個 人調査)
図五一8西 陣 ・非西陣別の家族構成(個人調査)
図皿_9西 陣 ・非西陣別の年間収入(個入調査)
(若林良和)
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